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検索 イルカの聖地

2024年９月８日、上天草の沖合でいつもとは違う  イルカが群れをなして泳いでいるの
が発見されました。夕方に調査に出ましたが、残念ながら発見できずにその日は終了。外海か
らのイルカはすぐにいなくなってしまう（外海に戻る）可能性が高いので、残念だなぁと肩を
落としました。ところが、翌日も発見情報が入りびっくり！そのときは、すぐに出航すること
ができたので見失わずに会うことができました (*´▽｀*)！！！！！

発見されたイルカは、ハセイルカの可能性が高いです。マイルカという種類ととても似て

いるので、確実なことはわかりません。ハセイルカとマイルカは、遺伝的にわずかな差はある
ものの、地域差（エコタイプ）も多く報告されています。見た目は、ハセイルカのほうが身体
が大きくて口ばしが長いといわれています。
調査員の髙﨑は、生きている野生のハセイルカを見るのは初めて！しかも、その数は7～80頭

くらいはいるのでは？という大きな群れ。彼らはとてもエネルギッシュで泳ぎも速く、とにか
くずっと猛スピードで泳ぎ続けていました。調査船（漁船）のほうがついていくのがやっと、
というほど休憩なし！すごいスタミナに驚くばかり。さらに、いつも見ているミナミハンドウ
イルカより小柄で可愛らしかったです。自然の奇跡に遭遇できて、とてもラッキーでした。

ところが・・・このイルカたちは、どうやら有明海のなかにとどまってしまいました。9/25
になっても発見情報が入っています。普段外海にいる彼らは、制限のある内海では、なかなか
苦労が多いはず。生け簀や網、そして船などの往来は外海の比になりません。また、必然的に
人との接点も増えます。どうか、ケガ等を負うことなく、安全に外海に帰ってほしいなぁと願
うばかりです。

毎度おなじみ

天草のミハミハンドウイルカ

ﾐﾅﾐﾊﾝﾄﾞｳｲﾙｶの体色は、灰色の濃淡のみな
ので、ﾊｾｲﾙｶのあざやかな模様が、まぶし
かったです。また、あのスピード感を体
験すると、なんだか天草のイルカたちが

野生とは思えないほどでした(笑)

のんびりですけど、なにか？

天草の海にお客さんイルカがきました
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